
  

 

 

 

 

 

言
こと

葉
ば

で伝
つた

え合
あ

う大切
たいせつ

さ 

Tầm quan trọng khi truyền đạt với nhau bằng ngôn từ 

通过言语进行互动的重要性 

校 長
こうちょう

 齋藤
さいとう

 容二
ようじ

 

 早
はや

いもので、令
れい

和
わ

5年
ねん

も残
のこ

り一月
ひとつき

となります。 

11月
がつ

には全校
ぜんこう

ウォークラリーや10周年
しゅうねん

おめでとうフェスティバルなどがありました。自
じ

分
ぶん

のことだけでなくグ

ループの仲
なか

間
ま

のために頑
がん

張
ば

ること、クラスの友達
ともだち

と力
ちから

を合
あ

わせて一
ひと

つのものをつくりあげること、教
きょう

師
し

の指示
し じ

を

待
ま

つのでなく自
じ

分
ぶん

たちで考
かんが

え判断
はんだん

して取
と

り組
く

もうとすること、大勢
おおぜい

の人
ひと

の前
まえ

で堂々
どうどう

と表現
ひょうげん

することなど、子
こ

ども

たちの大
おお

きな成長
せいちょう

、たくさんのよい姿
すがた

を見
み

ることができました。それら全校
ぜんこう

での行
ぎょう

事
じ

や学年
がくねん

ごとの取組
とりくみ

を経
へ

て、

これから徐々
じょじょ

に年
ねん

度
ど

のまとめ、次
つぎ

の年
ねん

度
ど

への準
じゅん

備
び

へと向
む

かっていきます。 

 

年
とし

の瀬
せ

を迎
むか

えるとはいえ、世
せ

界
かい

ではいくつもの場
ば

所
しょ

で争
あらそ

い、戦
たたか

いがあり、日々
ひ び

胸
むね

を痛
いた

めるニュースが届
とど

きま

す。ここで細
こま

かなことを論
ろん

じることはしませんが、かつては、他
た

民族
みんぞく

同
どう

士
し

互
たが

いのことを尊重
そんちょう

しながら、友人
ゆうじん

として

行
ゆ

き来
き

し生活
せいかつ

していたと言
い

われています。暴力
ぼうりょく

ではない方法
ほうほう

で共存
きょうぞん

できる道
みち

を選
えら

べることを願
ねが

うばかりです。 

 

先日
せんじつ

ある研修
けんしゅう

の中
なか

で、今年
こんねん

度
ど

の国際
こくさい

平
へい

和
わ

スピーチコンテストにおいて市
し

の代表
だいひょう

となり、ニューヨークの国連
こくれん

本
ほん

部
ぶ

を訪
おとず

れた小 中
しょうちゅう

学生
がくせい

の様
よう

子
す

を伝
つた

え聞
き

きました。（本校
ほんこう

児
じ

童
どう

も数年前
すうねんまえ

に市
し

の代表
だいひょう

としてニューヨークに行
い

っています。） 

報告
ほうこく

を聞
き

く中
なか

で、「国連
こくれん

本
ほん

部
ぶ

の様々
さまざま

な部
ぶ

署
しょ

のリーダーには、女性
じょせい

がとても多
おお

い」と感
かん

じました。日
に

本
ほん

では女性
じょせい

の

リーダーが少
すく

ないために、世
せ

界
かい

経済
けいざい

フォーラムによるジェンダーギャップ指
し

数
すう

は146か国
こく

中
ちゅう

125位
い

で、過去
か こ

最低
さいてい

とのことです。改善
かいぜん

に向
む

けて、学校
がっこう

教育
きょういく

の役割
やくわり

、責任
せきにん

はますます大
おお

きくなると感
かん

じます。 

 

報告
ほうこく

の中
なか

、参
さん

加
か

した方
かた

が今回
こんかい

学
まな

んだことで印象的
いんしょうてき

なものがいくつもありました。 

・若
わか

い人
ひと

の話
はなし

をしっかりと聞
き

くことが大切
たいせつ

である。心
こころ

で聴
き

き、感
かん

じたことを言
こと

葉
ば

で返
かえ

すことも大切
たいせつ

。 

・将来
しょうらい

「何
なに

になりたいか」も大切
たいせつ

だが、それよりも「何
なに

をしたいのか」（どう生
い

きるか）が重要
じゅうよう

。 

また、現在
げんざい

盛
さか

んに言
い

われている「グローバル人材
じんざい

の育成
いくせい

」において大切
たいせつ

なこととして 

・人
ひと

の意
い

見
けん

を聞
き

くことができること。 

・自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えを相
あい

手
て

に分
わ

かりやすく伝
つた

えられること。    

・少数
しょうすう

の人
ひと

、立
たち

場
ば

の弱
よわ

い人
ひと

に意
い

識
しき

を向
む

けられること。    

・質問
しつもん

し、対
たい

話
わ

できること。 

・相
あい

手
て

のことを知
し

ろうとすること。 

・世
せ

界
かい

人
じん

としての視野
し や

をもてること。 

などが挙
あ

げられていました。「ただ英
えい

語
ご

が話
はな

せればよい」ということではないのです。 

 

 本校
ほんこう

には様々
さまざま

な国
くに

、ルーツのある児
じ

童
どう

が多
おお

く在籍
ざいせき

し、日々
ひ び

互
たが

いを認
みと

め合
あ

いながら過
す

ごしています。一緒
いっしょ

に活動
かつどう

す

ることで、共
とも

に過
す

ごす心地
ここち

よさや喜
よろこ

びを当
あ

たり前
まえ

のように感
かん

じているのでしょう。しかし、言
こと

葉
ば

で伝
つた

えること、相
あい

手
て

の考
かんが

えをしっかり聞
き

いてさらに考
かんが

えを交
か

わすことなどは、まだまだ十分
じゅうぶん

にできていないかもしれません。子
こ

ど

もたちが互
たが

いに分
わ

かり合
あ

い、さらに自
じ

分
ぶん

たちの生活
せいかつ

をよりよいものにしていくため、将来
しょうらい

世
せ

界
かい

人
じん

として生
い

きていく

ために、言
こと

葉
ば

を使
つか

う力
ちから

、相
あい

手
て

を認
みと

める姿
し

勢
せい

が身
み

に付
つ

くよう、これからも指
し

導
どう

に努
つと

めていきたいと思
おも

います。 

 

学校
が っ こ う

だより 
横
よこ

浜
はま

市
し

立
りつ

飯
いい

田
だ

北
きた

いちょう小
しょう

学
がっ

校
こう

 

令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 １２月
がつ

号
ごう

 

令
れい

和
わ

５年
ねん

１１月
がつ

３０日
にち

発
はっ

行
こう

 

心
こころ

つながり 笑顔
えがお

ひろがり 世界
せかい

へはばたく 


